
readme.txt 
※このドキュメントは幅を一定の大きさにして閲覧いただくと、読みやすくなります。 
※フォントをFixedSysの標準でお読みいただくことを前提としています。 
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
　　　　　　　　　　PowerMemoLibrary　1.0.0.01β4　[by.ノウネム] 
-------------------------------------------------------------------------- 
・連絡先：fd-soft_060312pml@docomo.ne.jp 
・ホームページ：http://fdsoftware.client.jp/ 
・種類：フリーソフト 
・本体容量： Kbytes 
・製作日：2006年6月4日 
-------------------------------------------------------------------------- 
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
□はじめに
　PowerMemoLibraryをインストールしてくれてありがとう♪(^-^*)/
　このソフトは音楽を聴きながらの文書編集をしたり、クイックランチャーによる
　電卓・メモ帳などの起動、擬似タブによる複数文書のオープンなどを可能とした
　比較的使いやすいエディタです。
　また、このソフトウェアは文書のバックアップをすることも可能です。
　音楽を聴きながらの文書編集をしたい――そんな方に特におすすめします。 
※現在、βテスト中につき、PowerMemoLibrary本体のシステム向上を行っています。
　システムプラグインについては2006年3月15日の段階ではシステム向上は重視していません。
　※ソフトのアンインストールについては”readme_inst＆aninst.txt”をご覧ください。 

◎概要
　このソフトウェアは主にツリービューによる文書管理機能及び音楽を聴きながら
　文書を編集する機能を提供するものです。
　また、主要なソフトをボタン一発で立ち上げる「ランチャー機能」も搭載していますので
　是非、使用してみてください。
　なお、MP3ファイルの再生に関しましては他の音楽ファイルより柔軟な操作・設定が
　行えます。 

◎このソフトで出来ること
　＃音楽を聴きながらの文書編集
　　※通常は無限に繰り返し再生を行いますが、「wav」ファイルは自動選択で繰り返し無しの
　　　再生となります。
　＃MP3プレイヤー付属でMP3ファイルの詳細操作が可能。
　＃付属のMP3プレイヤーでMP3ファイルにテーマ絵を設定することが可能。
　　※コレによって対象音楽の雰囲気を向上させる。
　＃メディアプレイヤーやIE、メモ帳、電卓をクイック起動できるランチャーを搭載。
　＃IEのお気に入りインポート機能
　＃簡易ムービー再生が可能。
　＃ショートカット簡単作成機能
　＃パスワードを併用して文書を隠すことが可能なシークレットモードを搭載。
　＃図書館のような機能をもつシステムを搭載し、その機能を用いることで保存場所に困らず、
　　見やすくまとめることができる。
　　※文書の量が相当な数の場合は”見やすさ”についての保証はできません。
　＃擬似図書館システムで作成した文書を検索し、リスト化→一発オープンが可能。
　＃パスやIEアドレスなどの入力欄 搭載で入力した場所やファイルを一発オープンできる。
　　※情報は蓄積されます。
　＃環境設定のバックアップが可能。(環境設定より実行。)
　＃検索サイトの検索機能を利用可能。(アドレスバーより入力。)
　＃いかなる場合であっても内部エラーをほとんど出さない安全仕様。
　　※一部、想定外な事が起こった場合には内部エラーになってしまいます。 

□ユーザーが使用できるファイル形式
　・読み書き対応：拡張子が「txt」「html」「pmlt」「pmlp」「pmle」のファイル。
　・読み込みのみ対応：ユーザー指定の拡張子。※書き込みはtxtとして書き込む。
　・音楽対応ファイル形式：「MP3」「wma」「mid」「wav」「asf」※MP3に一番対応している。
　・動画対応ファイル形式：「wmv」「avi」「mpg」※aviはウィンドウいっぱいに再生可能。 

◎このソフトの起動方法
　ショートカットから”PowerMemoLibrary”を選択するか、”PowerMemoLibrary.exe”を
　ダブルクリックすればOKです。 

◎適切に動作する環境
　<注意>このソフトがβやα版などの正式バージョンでなかった場合、動作確認は
　　　　”WIN-XP”のみとなります。
　＃OS・条件：WINDOWS95、98、Me、XP以降、NT3.51以降（WindowsCEは動作しないと思います。）
　＃画面：640*480以上の解像度、256色以上の表示が可能な環境。
　＊これは参考であり、動作を保障するものではありません。 

◎このソフトの注意点
　＃現在の状態では重要なところ以外のpathの保護は行っていません。
　　そのため、場合によっては「内部エラー(12)」が発生する可能性がありますので
　　あらかじめご了承ください。
　　※「内部エラー(12)」＝ファイルが見つからないか無効な名前です 
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　＃アンインストール時は本ソフトを一度でも起動していると、かならず
　　PowerMemoLibrary.exeが有るフォルダとその配下のフォルダが残ります。
　　コレはPowerMemoLibraryがPowerMemoLibrary独自プラグイン起動用にID番号をTempフォルダに
　　作成している為です。

　　標準で”PowerMemoLibrary.exeが有るフォルダ”は
　　("C:\Program Files\PowerMemoLibrary")になります。

　＃このアプリケーション内での障害(バグ)は”http://fdsoftware.client.jp/”の
　　バグ報告フォームからご連絡ください。 
また、障害の程度によってはサポート出来ませんのでご了承ください。m(_ _;)m 

◎使用と配布に関する条件
　＃このプログラムをほぼそのまま使い、作ったアプリケーションをじぶんの名前で
　　配布などetcしないでください。
　＃このソフトウェアがフリーソフトの場合、商用には使用しないでください。
　　(心配要らないと思いますが・・・(汗)※私の許可を貰っていれば”商用可”とします。
　＃また、転載はとくに事前連絡は必要ありませんが、連絡をしていただけると
　　ありがたいです＾＾；
　＃それ以外逆コンパイルおよび解析等を行っても一向に構いませんがそれらを行った時点で
　　サポート対象外とさせていただきます。 

□圧縮ファイル又は自動解凍アプリケーションについて
　＃解凍後、その圧縮ファイル又は自動解凍アプリケーションは捨てて構いません。 
また、これらのファイルを取っておけばバックアップとして使うこともできます。 

□Typs!
　※バージョン情報の見方
　　Ver.[大規模ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ].[中程度ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ].[小規模ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ].
　　[極小規模ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ(ｿﾌﾄｳｪｱによっては存在しない)].0[総合ﾊﾞｰｼﾞｮﾝｱｯﾌﾟ回数]
　※”本体容量”の算出方法は1024Byte=1KB、1024KB=1MBとして算出してあります。
　　また、この容量は圧縮後の容量です。
　※一番下の表示について、"(C)"は「コピーライト」、"SRM"は「SystemReadMe」、"RM"は
　　「ReadMe」となります。
　　また、この数字はバージョン番号となります。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
>>このアプリケーションはＨＳＰ製です。
　ＵＲＬ：http://www.onionsoft.net/hsp/hsp2dl.htmlにてダウンロード可能です。
　(*現在ではHSP3.0が最新です。HSP3.0はＵＲＬ：http://hsp.tv/make/begin.html　にて
　　ダウンロード可能です。)
　　皆さんもやって見ませんか？
　>>最初はとても難しいと思いますがその壁を越えられれば後は
　　「な～んだ。HSPって簡単じゃん。」――と思えるようになりますよ。 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
>>クリック募金で命を救う手助けを。
　ＵＲＬ：http://www.dff.jp/　：1クリックで1円の募金。(自分は負債なし) 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
>>MEMO LIBRARY v.4.6.3(最終ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ)
　ＵＲＬ：http://www.vector.co.jp/soft/win95/writing/se361108.html

　　　：興味の有る方どうぞ；(エラー出まくりなので注意。(汗) 
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
(C)FD_SOFTware.2004-2006.Inc. (SRM:v3.7.4.2.016 RM:v1.0.0.0.01) 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
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